
九州の中堅企業の取組紹介 ＜リックス株式会社＞

⚫ 世界中の産業界に製品・商品・サービスを提供する 「メーカー商社」 として事業を展開。

⚫ 創業以来黒字経営を継続し、外部機関との協創などにより今後も大きく企業を成長させていく。

これからの成長戦略

・ ”販売・技術・製造・サービスの高度な融合”とパートナーと
の“協創”により、世界の産業界の課題解決のためのソ
リューションを提供することを目指し、長期ビジョンLV2030を
策定。
・ 成長分野を常に設定し、顧客獲得を継続するほか、海外
事業も拡大、オリジナル品の開発・販売を図る。

＜企業概要＞
創  業：1907年（1964年設立）
本  社：福岡県福岡市
事  業：流体応用機器・設置製造販売等
資本金：8.3億円
売上高：452億円（2023年3月期/連結）
従業員：707名（2023年3月期/連結）
https://www.rix.co.jp/

事業概要

・ 時流を見極め続けて堅調な黒字経営を継続。時代の変
化に合わせ、鉄鋼、自動車、電子・半導体、ゴム・タイヤ、
工作機械、食品業界など多種多様な業界を開拓。
自社ブランド商品の開発や取扱商品の拡大を経て、
「産業機械系メーカー商社」へと成長。

https://www.rix.co.jp/


会社説明資料



当社概要

私たちは、常に未来を見つめ、販売・技術・製造・サービスの高度な融合をめざす「メーカー商社」として、世界の産業界に貢献します

経 営 理 念

創業

1907年

創業以来黒字経営

115年

国内拠点数

37か所

海外拠点数

12か所

売上高

452億円
2022年度 / 連結

従業員数

707人
2023年3月時点 / 連結

顧客数

2,900社

仕入先数

2,600社



1907年

創業

1941年

NOKの代理店

1943年

日本製鉄に

オイルシールを納入

1964年

設立

1967年

高圧油圧ポンプの

製造販売を開始

1969年

福岡工場
稼働開始

1990年

社名を
リックスに変更

2003年

海外拠点初設立
（中国・タイ）

2008年

東証二部上場

2016年

東証一部上場

ロータリージョイントの
メーカーを吸収合併

“メーカー商社”の
基礎を築く

R…ROCKY
I…INDUSTRIAL
X…無限の可能性

1991年

技術開発センター
新設

高圧液圧技術発展と
製品開発が目的

現在は東証プライム市場現在は海外7か国11拠点
（2023年4月時点）

設立時の社名は
山田商事株式会社

地下足袋の卸売り
として創業

オイルシールを足掛かりに
産業界に参入し商社機能

拡大

沿革



4つの機能を融合させ、国内外の産業界大手企業の課題を解決

販売商社

メーカー

研究開発

サービス

顧 客 数 約 2,900 社

鉄鋼

日本製鉄

JFEスチール

自動車

トヨタ自動車

デンソー

電子・半導体

キオクシア

ソニー

ゴム・タイヤ

ブリヂストン

横浜ゴム

工作機械 高機能材

食品紙パルプ環境

DMG森精機

ヤマザキマザック

旭化成

カネカ

日立造船

クボタ

日本製紙

大王製紙

サントリー

コカ・コーラ

製品
商品
サービス
を提供

当社機能と顧客領域について



身近な商品ができるまでの当社役割

高品質な製品を生み出す下支え
大手メーカーの生産現場（工場）に製品・商品・サービスを提供

鉄鋼、自動車、電子・半導体

ゴム・タイヤ、工作機械、食品

高機能材、環境、紙・パルプ

仕入先
（パートナー企業）

約2,600社

①自社工場
(自社製品)

リックス 営業
国内37か所

海外7か国

取扱品＝約2,600品

各種サービスも展開

顧客
約2,900社

ロータリージョイント 微粒化装置

圧力発生機 難所点検ドローン

など

など
営業担当
約280人

自動車 スマートフォン

タイヤ

ティッシュペーパー ペットボトル飲料

高機能インナー

大手メーカーの
生産現場（工場）

②グループ会社（10社）



01.自社製品 自社工場&研究開発施設

⚫ 福岡県糟屋郡
⚫ 工場＋研究開発施設
⚫ 100人が勤務※2022年3月時点



自社製品（一部抜粋）

流体制御に関する自社製品を製造・販売

ロータリージョイント

固定体から回転体に
流体を漏らさず供給

洗浄装置

半導体の製造工程
材料の異物を除去

浮上油回収装置

クーラント内に混入した
油を回収する装置

湿式微粒化装置

材料を微粒化する装置

対
象
業
界

⚫ 鉄鋼
⚫ 自動車
⚫ 電子・半導体
⚫ 工作機械
⚫ ゴム・タイヤ など

⚫ 電子・半導体

⚫ 自動車

⚫ 自動車

⚫ 工作機械

⚫ 鉄鋼
⚫ 電子・半導体
⚫ 食品
⚫ 医薬品
⚫ 化粧品 など



工作機械業界では国内トップシェア

当社主力製品 ロータリージョイント

金属や樹脂を、切断・穴あけ・折り曲げなど加工するマシン

工 作 機 械

当社製 ロータリージョイント

70%

ドリルで加工物を削る際に熱が発生するため冷却が必要

ロータリージョイントでクーラントを供給

※当社調べ

※ 工作機械業界向け
国内シェア

以上



容器への飲料充填にも不可欠
当社製品 ロータリージョイントの役割（一例）

飲料充填時に活躍！ 当社製「ロータリージョイント」

飲料をペットボトルなど入れ物に充填する際、

飲料が漏れるのを防ぐための部品として活躍

固定した配管から回転している機器へ

流体を送る役割

当社主力製品 ロータリージョイント



強み・優位性①”メーカー商社”

”メーカー商社”として顧客ニーズに幅広く対応可能

メーカー

技術力が高い

取扱品数が少ない

商社

取扱品数が多い

技術力が低い

＜
課題解決力
（技術力×取扱品数）

技術力がある
（自社工場と研究開発施設保有）

取扱品数が多い
（取引先約2,600社 商品数約3,000種）

メーカ―商社

×

＝

様々な顧客のニーズに応える

高い課題解決力



強み・優位性①“メーカー商社”

“メーカー商社”の成り立ち

市場にある
場合

市場にない
場合

自社製品や約2,600社の仕入先商品から
最適なソリューションを提供

営業＋生産

営業
客先の情報・要望を共有

生産
顧客課題の解決につながる
製品を設計→試験→納品

大学

パターン① チームリックスで検討・製造 

パターン② パートナーと”協創”で生み出す

ベンチャー
企業

研究機関

仕入先

顧客

×××が悩みでね…〇〇な
商品ってないかな？

リックス営業

現場で課題をヒアリング・発掘

当社単体では提供でき
るソリューションに限界

各機関と連携し技術や
知恵を掛け合わせていく

「お客様の課題を解決するものが世の中になければ、自分たちで作ってみよう」

顧客ごとの課題にマッチする
製品・サービスの誕生

探してみます！あと、貴社の
生産現場だと△△も課題です
よね？解決策を探ります！



作業着の汚れは勲章。現場に深く入り込む

文字通り”顧客密着” 顧客工場近くに営業所

強み・優位性②高い専門性で顧客密着

当社の営業スタイル

1
point

2
point

3
point

⚫ 国内36か所 海外7か国8か所に営業所を展開

⚫ いずれも顧客工場の近くに展開し、素早く対応

⚫ 営業所には倉庫も併設しており、部品などを車で搬入

115年で紡いだ顧客との信頼関係

⚫ 営業担当は作業着を着て顧客工場に入り込む

⚫ 生の現場を見ることで課題や情報を収集

⚫ 時には顧客と同じように作業着を汚すほど現場密着

⚫ 創業115年以上で培った顧客との関係性で、ほかの商社

では知り得ない情報を先回りで獲得

⚫ 課題はチャンス。解決することでさらなる信頼関係を構築



参考：売上・営業利益推移（過去10年）

コロナ影響で一時減少も基本的には右肩上がりで成長

FY2013 FY2014 FY2015 FY2016 FY2017 FY2018 FY2019 FY2020 FY2021 FY2022

売上高 29,273 31,528 33,424 33,763 38,407 42,135 43,246 36,023 39,969 45,223

営業利益 1,229 1,376 1,776 1,676 2,287 2,861 2,577 1,785 2,580 3,326
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鉄鋼

27.0%

自動車

20.9%

電子・半導体

15.2%

ゴム・タイヤ

7.5%

工作機械

5.4%

高機能材

4.4%

環境

4.6%

紙パルプ

1.7%

その他

13.2%

セグメント別売上構成 ( F Y 2 0 2 2 )

売上内訳（セグメント・地域別）

日本

88.7%

中国

4.5%

インド

0.5%

タイ

1.6%

その他のアジア

1.3%

欧州

1.2%

北米

2.1%

その他

0.1%

地域別売上構成 ( F Y 2 0 2 2 )



長期経営計画「LV2030」

リックスグループは”販売・技術・製造・サービス
の高度な融合”とパートナーとの”協創”により
世界の産業界の課題解決のためのソリューション
を提供します

Long term vison for 2030



前提となる長期経営計画「LV2030」 

1 . ビ ジ ネ ス 領 域

● 現状の業界・業種 (600億円)

● 成長分野 (100億円)

● 海外 (700億円のうち140億円)

● 営業利益率 8%以上

● ROE11％以上

● オリジナル品比率55％以上 

● ライフ・ワーク・バランスの充実

● RIXing Action を実践できる人材の 

育成と定着

● 社内外 協創 を実現する組織の構築

● 当社ビジネスを通じた社会貢献

● ステークホルダーとのコミュニケーション

の活性化

リックスグループは、”販売・技術・製造・サービスの高度な融合とパートナーとの

”協創”により、世界の産業界の課題解決のためのソリューションを提供します。

700億円

連結売上高

連結営業利益

56億円

LV2030定量目標

達成の ため
４つの 軸

2 . 収 益 性

3 . 人 材 ・ 組 織 4.ステークホルダーリレーションズ

FY2022=452億円

FY2022=33億円

ビジョン 



長期経営計画（LV2030）

海外140億円

3,987 
5,004 

4,124 3,873 
5,123 
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LV2030

(目標)

当 社 海 外 売 上 推 移 と 目 標

単
位
：
百
万
円

当 社 海 外 拠 点

ドイツ
2012年

インド
2018年

タイ
2003年

インドネシア

2018年

中国
2003年

韓国
2017年

アメリカ

2015年

当社海外売上比率＝11.3%（2022年度)
内訳）中国=4.5% / 北米=2.1% / タイ=1.6% / 欧州=1.2% / インド=0.5% / その他アジア=1.3%

⚫ 日系企業が海外に進出するタイミングで当社も拠点を展開し、顧客密着営業

⚫ 日系企業の顧客が多い中、現地企業の開拓にも注力

製造拠点

販売拠点

2023年11月時点

海外売上は、2030年度に現在の約2.7倍となる140億円を目指す



⚫ ペースト状の電極材料から泡を取り除く際に使用

⚫ 材料に気泡が残ったままだと電池の安全性や性能に悪影響

⚫ 1分あたりの処理能力は1分あたり3リットル

（一般的な真空脱泡装置の場合、3リットルを6分で処理）

⚫ 一般的な真空脱泡装置と比べ脱泡性能も高い

⚫ ドロドロの液状になった電極材料を次工程に送る配管を

洗浄する際に使用

⚫ 圧縮した空気で少量の洗浄液を勢いよく押し出す独自の

「エアー圧送方式」を採用

⚫ 従来の方式に比べ、洗浄液の使用量を10分の1に削減

⚫ 作業者の負担とコストを大幅に軽減

当社が培ってきた「流体制御技術」を活用した製品でEV・HEVの電池生産工程に貢献

成長分野（100億円）EV・HEVの電池生産ライン向けに自社製品を開発・販売



収益性:新開発センター開設

リックス協創センター 建設決定
次の軸となる新製品開発を推進

目 的

建物概要

新製品・商品・サービス開発
既存製品にとらわれない

＋
顧客課題・社会課題

解決

オリジナル品比率向上

（競争力・営業利益UP）

所在地 福岡県糟屋郡粕屋町

施設用途 流体制御技術を軸とした新製品の研究・開発

面積・構造 1,055㎡（延べ床面積3,802㎡） 地上4階建て 

建物内部 組立室、実験室、計測室、設計室、クリーンルームなど

着手・完成 着手＝2023年3月1日 完成＝2024年6月末(予定)

投資額 約19億5千万円（当社として過去最高の投資額）

その他 環境・省エネ対策としてNearly ZEB採用
リックス協創センター イメージ図


